１．平成31年度　事業報告

【中高年世代の社会参画推進事業】
●セカンドライフ相談室運営事業　（富士市　市民協働課受託事業）
受託11年目。電話による相談を中心に、公共施設での面談、啓発イベントを通して、シニア世代の個別の相談に対応した。啓発イベントは計４回実施し、特に年度末恒例のセカンドライフ見本市は、来場者とじっくり話ができる場づくりとして定着させることができた。広報活動は、全戸配布による広報チラシの配布をはじめ広報ふじを活用した。富士の麓deおとなまつりも相談室と実行委員会の主催により、充実した取り組みとなった。
・事業期間：平成31年4月1日～令和２年3月31日
・事 業 費：セカンドライフ相談室受託費　1,999,580円

　　　　　　おとなまつり　500,000円（協賛金・出展協力金）
・参照資料：・広報チラシ2種　・広報ふじ特集記事

・広報ふじ「セカンドライフの顔」　・促進ネットワーク構成団体一覧表   
・富士の麓deおとなまつり（出展者募集チラシ,広報チラシ,パンフレット）　
・事業内容
1.セカンドライフ相談室：相談件数：349件（前年度395件）・延べ相談回数：452回（前年度487回）
2.市民活動団体（48団体）及び各支援機関（７機関）との連携　　
3.市内事業所との連携
富士市セカンドライフ促進ネットワーク（14事業所/オブザーバー8団体）…訪問1回
4.啓発イベントの開催
　①富士の麓deおとなまつりvol.10　11/９ 参加者1,080名（前年度880名）実行委員123名
②セカンドライフ展示会…富士市立中央図書館本館エントランス　10/2～9
　③パネル展示…イオンモール富士南　10/23～11/6
　④セカンドライフ見本市＆出張相談会…富士市立中央図書館分館市民ギャラリー 2/18～23
　⑤他団体の主催イベントへの出展：シルバー人材センターふれあいフェスタ 11/23
5.広報活動
　①広報チラシの発行:計３回（全戸配布1回・回覧2回/セカンドライフ見本市・おとなまつり）
　②広報ふじの活用
　  ＊人物紹介シリーズ掲載「セカンドライフの顔」（3回）
　  ＊特集記事（１回）

　  ＊おとなまつりの開催告知
③ウェブサイトの開設
6.まちの遊民社自主事業「中高年世代のためのセカンドライフ応援事業」との連携
7.報告書作成 
●中高年のためのセカンドライフ応援事業（自主事業）

　中高年世代がこれまで培ってきた知識・経験・技能などを活かし、地域社会の一員として生きがいのあるセカンドライフをすごしていただく事を目的に、出張相談窓口の開設及び情報発信（情報紙や小冊子の発行）を行った。

・事業期間：平成31年4月1日～令和２年3月31日

・参照資料：・情報紙「セカンドライフ応援団」19号～24号
・事業内容

1.セカンドライフ出張相談窓口の開設：毎土曜10時～15時「シニア＆子どもカフェ遊」にて

2.セカンドライフ応援のための情報収集と提供
①「セカンドライフおすすめガイド」発行

②情報紙「セカンドライフ応援団」発行：6回

③情報ブログ「情報ちゃんねる」の発信

【就労世代の社会参画推進事業】
●キャリアサポート促進事業　（富士市　商業労政課受託事業）
受託９年目。就労支援の対象を拡大し、すべての世代への就労支援に取り組んだ。相談件数、キャリア教育支援件数ともに過去最高実績となった。また、女性対象のコミュニケーションセミナーを企画開催し、好評を得た。
・事業期間：平成31年4月1日～令和２年3月31日
・事 業 費：受託費　16,819,000円
・参照資料：・新リーフレット・新チラシ2種・職業人訪問チラシ・セミナーチラシ
・情報紙「キャリア教育応援団」vol.８
・事業内容 
1.就労・就活支援業務
①相談室の開設と運営

＊相談件数1,169件（前年度1,152件）
＊就職決定者66名（前年度58名）
＊相談員による同行支援：4件

②出張相談：市主催ニート・ひきこもり等合同相談会
③就労支援組織との連携
＊富士市就労総合支援センターの一体的支援：連携相談131件（前年度72件）
＊富士市ユニバーサル就労支援センターとの情報交換会：毎月１回

＊ユニバーサル就労窓口連絡会：12/20

　＊福祉人材実行委員会（勝亦）:8/7  9/18  10/29
＊生活困窮者自立支援連絡会議（勝亦）:6/4　11/25
＊支援組織情報収集94件
④就労・就職に関する情報の提供:関連チラシの窓口配架・ブログとＳＮＳ発信・書籍貸出し
2.キャリアデザインのための企画
　①女性のキャリアデザイン講座の開催
　「アサーティブコミュニケーション体験講座」　開催日10/5　参加36名

    講師：谷澤久美子（アサーティブジャパン認定講師）

　②職業人訪問のコーディネート　４件　　職業：福祉職・漁師・雑貨店経営・カフェ経営
※支援スキルの向上のための取り組み
　・ｆきゃるのキャリアコンサルタント技能士が相談全件について指導を実施（１回30分）

　・ｆきゃる内研修を開催

　・ケース会議の実施：毎月１回　計12回
3.キャリア教育支援業務
①キャリア教育コーディネート：５１校５８件（昨年度３２校３９件）
②情報紙「キャリア教育応援団」発行　１回 （増頁版）3月
4.職業理解を深めるための活動
①職業人訪問「あこがれの仕事のプロに会ってみない？」：５件（前年度16件）
②イベントのブース出展：　キッズジョブ2018 8/17～18
5.広報活動

①対象拡大と窓口名変更により、ロゴ、サイト、チラシ・リーフレットを新規作成
②ブログ、ツイッター、facebookによる発信
③広報誌やプレスの活用（広報ふじ・報道機関・フリーペーパー等）

6.まちの遊民社自主事業「青少年のためのキャリア教育応援事業」との連携

7.報告書作成
●青少年のためのキャリア教育応援事業　（自主事業）

  キャリア教育の充実のため、市教育委員会「富士市のキャリア教育を研究するための懇話会」構成メンバーとして、教育委員会や事業所、学校、関係機関とのネットワーク拡充に取り組んだ。また高等学校の学校運営外部委員の依頼を受け、市立高校及び富岳館高校との連携を深めた。

・事業期間：平成31年4月1日～令和２年3月31日
 ・事業内容
1.キャリア教育促進のためのネットワークの拡充

①富士市教育委員会主催「富士市のキャリア教育を研究するための懇話会」出席（計３回）

②キャリア教育シンポジウム「企業人に出会おう」（7/18）
　　
2.高等学校とのネットワークの拡充 
①富士市立高等学校運営協議会：2期目

②静岡県立富岳館高等学校評議員：１期目

●富士市ユニバーサル就労市民ネットワーク推進事業　（富士市　生活支援課）

　ユニバーサル就労の理念を市民に理解していただき市民ネットワークを構築する事業の３年目に取組んだ。「ユニバーサル就労広報室」として紙媒体やインターネットでの発信、イベント出展など種々の方法で市民への周知をはかり、ネットワークを生かし企業や市民活動団体への広報を行った。
 ・事業期間：平成3１年4月1日～令和２年3月31日

・事 業 費：受託費　5,559,000円
・参照資料：・啓発チラシ　・情報紙「はたらくきずな」８～10号
・事業内容
1.ユニバーサル就労の市民ネットワーク構築
①企業・各種支援組織、市民団体への発信
　　　②サポーター募集…登録者101名（累計525名）
2.広報・啓発活動
①チラシ…１回発行（全戸配布）
②情報紙「はたらくきずな」…４回発行
③ウェブサイト・ブログ・SNS更新
④メールマガジン…毎月１回配信
⑤報道提供…６回
⑥協力企業の広報：

＊パネル製作：74社
＊啓発イベントの開催：２回
・第1回：6/19～7/10…富士市立中央図書館本館
・第2回：1/7～1/31…富士市役所２階市民ホール

　　　　 ＊啓発グッズの作成と配布…企業名入りポケットティッシュ
　　　　 ＊協力企業のポスター作成：７月

　　　　 ＊ウェブサイトに協力企業紹介ページ作成と更新：公開9/25　更新２回
　　　

3.ユニバーサル就労各種相談窓口及び推進事業との連携
①推進事業の把握と連携…月例会への参加（毎月１回）

②推進事業の取材と情報発信
③ユニバーサル就労パイロット事業所指定事業のサポート：
＊ウェブサイトにパイロット事業所の事例紹介ページを更新　3号9/30公開　4号2/26公開
【その他】
●男女共同参画組織「きらり交流会議」団体登録・定例会参加
●広報活動：遊民社ウェブサイト・ブログ更新
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